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We focused on the crown ether and succeeded in the preparation of Li2([18]crown-6)3 

[Ni(dmit)2]2(H2O)4(Li salt) where the crown ether constructs a channel structure1). In addition, 

soaking single crystal of Li salt in an aqueous solution containing K+ ion, we achieved ion 

exchange of Li+ ion to K+ ion in the crystalline state2). In this work, we aimed to introduce 

molecular cations and elucidate the mechanism of ion exchange.  
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我々はこれまでに Li+ イオンと

[18]crown-6 からなる超分子カチオンと、

電気・磁気的性質を与える[Ni(dmit)2]錯体

を組み合わせることで、クラウンエーテ

ル か ら な る チ ャ ネ ル 構 造 を も つ

Li2([18]crown-6)3[Ni(dmit)2]2 (H2O)4 (Li 塩)

の結晶の作製に成功している 1)。さらに

K+イオンを含む水溶液に Li 塩を浸すこ

とで、結晶状態を維持したまま結晶内の

Li+イオンから K+イオンへの完全なイオ

ン交換を実現している 2)。そこで本研究

では次展開として、分子性のカチオンのイオン交換とメカニズム解明を目指し、有機

カチオンの交換を試みた。イオン交換の可否は IR スペクトルから判断した。具体的

には、1100 cm-1 付近のクラウンエーテルに由来するピークがシングレットに変化し

た NH4
+イオンや MeNH3

+イオン、EtNH3
+イオンではイオン交換が進行したものと判断し

た(図 1)。さらに分子の両端にアンモニウムが存在する+H3NCH2CH2NH3
+イオンの交換も

示唆された。当日はイオン交換後の結晶について、詳細な物性についても報告する。 
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図 1. イオン交換前後の IR スペクトル 
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